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運用フェーズやシステム部門以外
でのZabbixの活用

三菱UFJインフォメーションテクノロジー株式会社

業務基盤本部 勝野 基央
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自己紹介

✓ 勝野 基央（かつの もとひろ）

✓ 所属
三菱UFJインフォメーションテクノロジー株式会社
ATM等のレガシーやRPA等の比較的新しい分野のインフラを担当

✓ 経歴
2005~ NTTデータフォース社/NTTデータ社で金融システムに従事

2013~ 三菱東京UFJ銀行(現 三菱UFJ銀行)へ入社

2017~ 三菱UFJインフォメーションテクノロジー社へ出向、

インフラエンジニアとして従事(現職)
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三菱ＵＦＪ銀行、並びにＭＵＦＧグループ各社の

IT・デジタル戦略を先導する、「金融×IT」のプロフェッショナル集団

三菱ＵＦＪインフォメーションテクノロジー（ＭＵＩＴ）
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会社紹介
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会社紹介

１８１百万円

（三菱ＵＦＪ銀行 ８５．５％、三菱ＵＦＪﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ １４．５％）

資本金

従業員 ２,０１５名（2022年4月現在）

事業内容

主として三菱ＵＦＪ銀行、並びに三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

各社の業務等に関する、システムの企画・設計・開発・保守・運用

設立 １９８８年６月

本社 東京都中野区中野4-10-2 中野セントラルパークサウス
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目次

◼ システムの運用部門以外での活用（ATMシステム）

◼ 監査指摘への活用（RPAシステム）

◼ 開発フェーズでの活用（RPAシステム）

◼ 最後に
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現状の課題
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◼ システムの背景

全国のATMたち

ATMの取引などを担うシステム

システムを監視する運用部門

ATMを監視/サポートする部門

や他社製品など

システムの開発部門

業務を統括する部門

監視

監視
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現状の課題
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◼ トラブル時

ATMの取引などを担うシステム

システムを監視する運用部門

ATMを監視/サポートする部門
業務を統括する部門

システムの開発部門

や他社製品など

Problem Determination

サーバの状態は十分な
情報が得られる

監視

監視

ATMの状態はヒアリング

全国のATMたち
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現状の課題
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◼ 脱線しますが、、、

◼ トラブル時に最適な対処を行うためには、システム観点だけで対処
を決めてはいけません。

◼ システム、業務の複合的な観点で最適な対処を判断する必要があり
ます。

状況

システムの観点

業務の観点
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課題への対応
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✓コミュニケーションに課題があるなら、業務を統括する部門で使用で
きる業務アプリケーションを用意すればいいじゃない。

✓こういったトラブル対応向けのものは予算が付きづらいのに、さらに
ミッションクリティカルなシステムがかかわると高額になる。。。

✓ Zabbixなら自分たちで開発に慣れてるし、インフラでも

アプリケーションライク＆低コストで用意できるかも!?
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課題への対応
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◼ 対応イメージ

数千の全国のATMたち

ATMの取引などを担うシステム

システムを監視する運用部門

ATMを監視/サポートする部門
業務を統括する部門

システムの開発部門

や他社製品など

Problem Determination

監視

監視
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課題への対応
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◼ 対応イメージ

※サンプルは開発機のデータとなるため台数などは正しい情報ではありません。

ATMが正常に稼働しているかの
全体状況

各サーバ単位配下の店舗リスト
サーバ別のATMの稼働状況
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まとめ
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✓ Zabbixは業務アプリケーションライクに利用する可能性も秘めてい
る！

✓ Zabbixは運用部門がシステム監視に使うものという先入観にとらわ
れない。

✓インフラエンジニアだからこそ提案できるソリューションがある。
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現状の課題
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◼ システムの背景

Robot（ファットクライアント）

Robotを統括するRPA製品が搭載されたサーバ群

指示

システムを監視する運用部門

や他社製品など

監視
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現状の課題
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◼ 監査において

Robot（ファットクライアント）

Robotを統括するRPA製品が搭載されたサーバ群

システムを監視する運用部門

や他社製品など

監視

指示

無人のため、サーバ同様に正常稼働を
担保するよう、リソースや状態監視が

必要と指摘
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現状の課題
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✓社内の標準的なプラットフォームではクライアントOS(当時

windows7)はサポートしてない。

✓すでに300台を超えるファットクライアントが設置されており、常に

拡大していってる。

✓キッティングしているファットクライアントの所管は、インフラ系部

署ではないため、Zabbixなど(監視全般)に関する知識が乏しい。

✓監査対応なので予算も、、、
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課題への対応
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✓使い慣れてるZabbixで対応しよう。

✓大量の台数への導入

→Ansibleで導入を自動化しよう！

✓知見がない、勝手にどんどん追加される

→Ansibleを使わせ、Zabbixへの登録も自動にしよう
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課題への対応
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◼ 対応イメージ

現物の設置

Agentインストール

Agent起動

クライアントの所管 インフラ部署

アクションで自動登録

極力簡素化、IP入れて
ボタンを押すだけ

プロシージャ実行のIF
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課題への対応
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✓気がついたら400台超、、、

✓手作業で導入してたら現地作業で1h/

台はかかるため、結構なコスト削減

効果

マップサンプル
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まとめ
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✓ Zabbixの多機能さが突発的な要件も解決してくれる。

✓ Ansible＋Zabbixの自動登録と組み合わせることで、監視開始を完全自

動化。Zabbixへの知見がないメンバでも簡単に導入が可能。

✓ (副次効果)

さらに、実際に使っていくとZabbixの知見がなかった部署も何ができ

るのかがわかり、今まで手間をかけていたポイントの自動化に発展。

（ログイン監査やMSパッチ、ライブラリチェックなど）
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その他の活用
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◼ システムの背景

サーバ群
システムを監視する運用部門

や他社製品など

監視

本番環境

サーバ群

開発環境

開発環境には常時監視
をしているオペレータ

などはいない
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その他の活用
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✓開発環境はオペレータが常時監視しているわけではないため、障害が

起きていてもすぐには気が付かない。

✓業務影響はないが、RPAの開発は旺盛でいくつものプロジェクトが同

時進行で開発環境を利用しており、止めてしまうと影響が大きい。

✓担当者の気付きベースで対応。利用者からは重複的に問合せ。つまり、

全体で状況の共有もできてない状態。
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その他の活用
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✓障害発生時にZabbixからRedmine上にチケットを起票、進捗管理と

情報共有を自動で実施。

障害発生

REST API
チケット登録

outlookへ通知

チケットに状況更新

インフラ部署

RPA開発部署

outlookへ通知

状況把握
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その他の活用
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✓ご参考 ZabbixからREST APIを使ったチケット登録

①メディアタイプにスクリプトを登録



Copyright(C) 2022 Mitsubishi UFJ Information Technology Ltd.  All rights reserved.

その他の活用
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✓ご参考 ZabbixからREST APIを使ったチケット登録

②スクリプトを作成（以下主要抜粋）
API_KEY=■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ・・・RedmineのAPIkey
API_URL="https://■■■■■/redmine/issues.json" ・・・RedmineのURL
subject=$1
description=$2

cat - << EOF > /tmp/issue.json                                ・・・やり方は好みで
{

"issue": {
"project_id": ■■, ・・・登録するプロジェクトのID
"tracker_id": ■, ・・・登録するトラッカーのID
"subject": "$subject", ・・・Zabbixの{ALERT.SUBJECT}
"description": "$description",                         ・・・Zabbixの{ALERT.MESSAGE}
"assigned_to_id": ■■,                                ・・・担当者ID
"due_date": "`date '+%F'`"                             ・・・作成日（左記例は処理日）

}
}
EOF

curl -X POST -H "Content-Type: application/json" -H "X-Redmine-API-Key: $API_KEY" -d @/tmp/issue.json $API_URL >/dev/null 2>&1
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その他の活用
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✓受動的に通知されるようになたったため、関係者で認識共有できるよ

うになった。

✓チケットとして登録されるため、担当の明確化とクローズ管理まで着

実に行えるように改善。
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最後に
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✓利用方法のメインは運用フェーズにおいてシステム部門でシステム監

視を行うことですが、多様な場面で活用できるポテンシャルを持って

いるため、先入観を持たず活用を検討しましょう。

✓多くはインフラ関連の部署で取り扱うと思いますが、是非インフラの

垣根を越えてソリューションを考えましょう。



Copyright(C) 2022 Mitsubishi UFJ Information Technology Ltd.  All rights reserved.

共に歩んで頂ける仲間を募集してます
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https://hrmos.co/pages/muit/jobs?category=1699979562338287616
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◼ 本プレゼンテーションにより、貴社と三菱UFJインフォメーションテクノロジー株式会社の間には何ら委任そ

の他の契約関係が発生するものではなく、当社が一切法的な義務・責任を負うものではありません。

◼ 本資料は信頼できると考えられる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を

保証するものではありません。ここに示したすべての内容は、当社の現時点での判断を示しているに過ぎま

せん。

◼ また、本資料に関連して生じた一切の損害については、当社は責任を負いません。その他専門的知識に係る

問題については、必ず貴社の弁護士、税理士、公認会計士等の専門家にご相談の上ご確認下さい。
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